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３. 新エネシーズ事業とは？

◼事業目的
（１）新エネルギー等の導入促進・普及拡大、低炭素・脱炭素化技
術の開発促進に貢献し、再生可能エネルギーの主力電源化の達成に
資する研究開発を支援する。

（２）新エネルギー等に関する技術シーズを有する中小企業やスタート
アップ企業等を幅広く発掘することで、新たな技術の開発・実用化を促
進し、更なる新エネルギー等の導入促進及び今後の成長分野におけ
る起業の増加、新産業の創出を目指す。

（例）
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３. 事業概要（スキーム図）
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制度 新エネ中小・スタートアップ支援制度 未来型新エネ実証制度

対象者 中小企業等（フェーズＡ及びＢは､学術機関等との連携体制による応募が必要） 国内で登記済の企業等

フェーズ

※各フェーズ
からの

応募が可能

新市場開拓枠
ターゲット市場の規模が十分に大きく、短期
間で高収益が望める収益モデルを見込んだ
提案を広く募集するもの

社会課題解決枠
NEDOが公募時に設定する「課題一覧表」に掲
げる課題の解決に資する技術シーズを有する中
小・スタートアップ企業等の提案を広く募集するも

の 

フェーズＣ
（実用化研究開発）

未来型新エネ実証制度
（事業化実証研究開発）

フェーズα
（FS）

フェーズβ
（基盤研究）

フェーズＡ
（FS）

フェーズＢ
（基盤研究）

•技術開発や実用
化の方向性を検
討するためのフィー
ジビリティ･スタデ
（FS）を実施
•VC等から出資を
検討する旨の意
向確認が得られて
いること

•実用化に向けて必
要となる基盤技術の
研究を実施
•VC等から出資を得
ていること

•技術開発や実用化の
方向性を検討するため
のフィージビリティ･スタ
ディ（FS）を実施
•共同研究先として、学
術機関等を実施体制
に加えること

•実用化に向けて必
要となる基盤技術
の研究を実施
•実施体制に学術
機関等を含むこと

•事業化の可能性が高い
基盤技術の事業化に向
けて必要となる実用化
技術の研究や実証研究
等を実施
•事業終了後、3年以内
での実用化を目指す

•再生可能エネルギーの大量導入
における課題を解決しようとする
実証事業を実施
•中小企業等単独または大企業
と中小企業等が連携して取り組
むものであること
•実証研究を実施する場を確保し
ていること
•事業終了後、1年程度での実用
化を目指す

研究開発課題
テーマ

無 無 有 有 有 有

補助率 2/3以内 2/3以内 8/10以内 8/10以内 2/3以内
中小企業2/3以内
大企業1/2以内

補助金額
上限/件

1千万円/件 7千万円/件 1千万円/件 5千万円/件 1.5億円/件
事前準備2千万円
＋実証3億円/件

事業期間 1年以内 2年以内 1年以内 2年以内 2年以内
事前準備1年、
実証3年以内

３. 事業概要（詳細）
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３. 応募要件（新エネ中小・スタートアップ支援制度）

①エネルギー基本計画等に示されている、以下の(ｱ)又は(ｲ)の分
野に該当し、再生可能エネルギーの普及につながる提案である
こと。

 (ｱ) 太陽光発電、風力発電、中小水力発電、バイオマス利用
（「課題一覧表」に掲げるバイオ マス種に限る）、再生可能
エネルギー熱利用及びその他未利用エネルギー(ただし、
原子力を除く。) 分野。

(ｲ) 再生可能エネルギーの普及及びエネルギー源の多様化に
資する新規技術(水素・燃料電 池、蓄電池、エネルギーマネ
ジメントシステム等)

②日本国内で登記されている中小企業等であって、本提案に係
る主たる技術開発のための拠 点を国内で確保できること。 
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３. フェーズ毎の応募要件

フェーズ 応募要件

フェーズA

ア． 共同研究先として、学術機関等を実施体制に加
えること。 

イ． 共同研究先との役割分担が明確に示されてい
ること。（提案者と共同研究先の解決すべき技
術課題が、それぞれ明確となっていること。）

ウ． 課題一覧表に掲げるテーマであること。 
エ． フェーズ B へのステージゲート審査を必ず受け

ること。

フェーズB

ア． 「委員会等における外部からの指導及び協力
者」に学術機関等からの指導・協力者を入れる等、
実施体制に学術機関等を含むこと。 

イ． 課題一覧表に掲げるテーマであること。

(※)「学術機関等」とは 国公立研究機関、国公立大学法人、大学共同利用機関法人、公立大学、私立大学、
高等専門学校、国立研究開 発法人、独立行政法人、地方独立行政法人及びこれらに準ずる機関
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３. フェーズ毎の応募要件

フェーズ 応募要件

フェーズα

ア. ターゲット市場の規模が十分に大きく、短期間で
高収益が望める収益モデルを見込んだ提案であ
ること。 

イ. フェーズβへのステージゲート審査を必ず受ける
こと。（NEDO が認めた場合を除く。） 

ウ. VC 等から、出資を検討する旨の意向確認が得

られていること

フェーズβ

ア. ターゲット市場の規模が十分に大きく、短期間で
高収益が望める収益モデルを見込んだ提案であ
ること。

 イ. VC 等から、出資を得ていること。 
※採択された場合、採択通知日から起算して 30 日
以内に、投資契約書等の出資を証明する書類の写し
の提出を求めます。）

13



３. フェーズ毎の応募要件

フェーズ 応募要件

フェーズC

ア. 課題一覧表に掲げるテーマであること。 
イ. 事業期間終了後 3 年以内での事業化を達成可能
とする、具体的な内容であること 

ウ. 事業化に当たり、法的規制等がある場合には、具
体的な対応策を有していること。 

エ. 事業化に当たり、具体的な知財戦略を有してい
ること。 

オ. 予め、基礎となる技術（具体的には、本事業にお
ける社会課題解決枠フェーズ A 及び Bで取得さ

れるようなもの）が確立されていること。
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３. 応募要件（未来型実証制度）

① 提案分野は、NEDO が別途設定する技術実証課題に関する
もの（再生可能エネルギーの大量導入に関する課題の解決
に資するもの）とする。 

② 実施体制は中小企業等単独または大企業と中小企業等が
連携して取り組むものであること。 

③ 日本国内で登記されている企業であって、本提案に係る主
たる技術開発のための拠点を国内で確保できること。 

④ 事業期間終了後 1 年以内での事業化を目指す具体的な内容
であること。 

⑤ 事業化に当たり、法的規制等がある場合には、具体的な対応
  策を有していること。 
⑥事業化に当たり、具体的な知財戦略を有していること。
⑦実証研究を実施する場を確保していること。 

15



フェーズA、B、Cおよび未来型については、研究開発課題を設けております。
※研究開発課題は毎年見直しを行っております。詳細は公募ページよりご確認ください。

新エネ中小・スタートアップ支援制度

① 太陽光発電
② 風力発電
③ 中小水力エネルギー
④ バイオマス
⑤ 再生可能エネルギー熱
⑥ 未利用エネルギー
⑦ 水素・燃料電池
⑧ 蓄電池
⑨ 再生可能エネルギー利用促進

（①～⑧の各分野に属するものを除く）

未来型新エネ実証制度

① 風力エネルギー
② 海洋エネルギー
③ 水力エネルギー
④ 地熱エネルギー
⑤ バイオマスエネルギー

https://www.nedo.go.jp/content/800052323.pdf
参考：未来型新エネ実証制度（2026年度）研究開発課題一覧

https://www.nedo.go.jp/content/800052319.pdf
参考：新エネ中小・スタートアップ支援制度（2026年度）

 研究開発課題一覧※

３. 事業概要（課題設定分野）
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３．その他支援メニュー

成果報告の機会として再生可能エネルギー部成果報告会を実施。
事業期間中及び事業終了の事業者様が参加。

「NEDO再生可能エネルギー分野成果報告会2025」開催報告 | NEDO
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展示会の様子

３．その他支援メニュー

NEDOが展示会へ出展。実施事業及び終了事業の紹介動画や展示物等を
展示し、成果の発信を実施。

「第19回再生可能エネルギー世界展示会＆フォーラム（RE2025）」への出展報告 | NEDO
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実施事業一覧（2025年度）

フェーズ名 テーマ名 実施年度 事業者名

フェーズA

極低振動機構を用いた低温熱源発電システムの開発
2025～
2025年度

Ｚメカニズム技研株式会社
（共同研究先）学校法人日本大学

データセンター排熱の主力電源化に向けた半導体増感
型熱利用発電技術の開発

2025～
2026年度

株式会社elleThermo
（共同研究先）国立大学法人東京科学大
学

微生物を利用した水素と電力を同時に回収するハイブ
リッド型エネルギーシステムの開発

2025～
2026年度

株式会社Cell-En
（共同研究先）学校法人明治大学

フェーズB

リチウムイオンバッテリーのアルミ配線化に対応した次世代
型電流センサの開発

2025～
2026年度

株式会社赤羽電具製作所、冨士端子工業
株式会社
（共同研究先）地方独立行政法人大阪産
業技術研究所

風力発電機の潤滑界面のトライボ解析・診断システム
開発

2025～
2026年度

株式会社計算科学研究所
（共同研究先）兵庫県公立大学法人兵庫
県立大学、独立行政法人国立高等専門学
校機構 鹿児島工業高等専門学校

洋上風力発電工事の効率化に向けた高精度週間波
浪予測システムの開発

2025～
2026年度

株式会社ハイドロ総合技術研究所
（共同研究先）国立大学法人熊本大学
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フェーズ名 テーマ名 実施年度 事業者名

フェーズB

大型風車用モジュラー式多相同期発電システム
2025～
2026年度

株式会社アルバトロス・テクノロジー
（共同研究先）国立大学法人大阪大学

自然冷媒（ＣＯ２）を用いたＰｕｍｐｅｄ
Ｔｈｅｒｍａｌ Ｅｎｅｒｇｙ Ｓｔｏｒａ
ｇｅ （ＰＴＥＳ）システムの開発

2025～
2027年度

ＥＳＲＥＥ Ｅｎｅｒｇｙ株式会社

高速アークレス遮断を実現する新構造ＳｉＣハイ
ブリッド高圧直流遮断器の開発

2025～
2027年度

ネクスファイ・テクノロジー株式会社

リチウムイオン電池のドライプロセス製造のための正
極活物質・バインダーの複合化工程開発

2025～
2027年度

ヴェルヌクリスタル株式会社
（共同研究先）国立大学法人信州大学

フェーズC
水蒸気／温排水の排熱を利用した熱電発電によ
る空冷型自立電源システムの開発

2025～
2027年度

株式会社Ｅサーモジェンテック
（共同研究先）学校法人立命館

未来型新エネ実証
制度

バイオマス発電の排熱を用いたＣＯ２回収の効率
化と高純度グリーンＣＯ２の生成

2025～
2027年度

株式会社アイシン

実施事業一覧（2025年度）
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研究開発成果①

22

2024～2026年度の代表的な成果事例①

実施者：株式会社エネコートテクノロジーズ
◆2019～2020（フェーズB）
低照度向けペロブスカイト太陽電池モジュールの技術開発

◆2020～2021（フェーズC）：
ウェアラブルデバイス向けペロブスカイト太陽電池モジュールの開発

➢ 株式会社マクニカは、株式会社エネコートテクノロジーズが開発したペロブ
スカイト太陽電池を搭載した、業界初の「屋内評価用ペロブスカイトIoT
キット」を開発し、2025年11月より受注を開始したと発表し、本事業での
技術開発成果が採用された。
https://www.macnica.co.jp/business/semiconductor/articles/nxp/148

717/

➢ 2020年度～2021年度において、太陽光発電主力電源化推進技術開発
／太陽光発電の新市場創造技術開発／フィルム型超軽量モジュール太陽
電池の開発（重量制約のある屋根向け）（高自由度設計フィルム型ペロ
ブスカイト太陽電池モジュールの技術開発）にて実用化事業を実施。

➢ 現在（2025 年9 月～）、グリーンイノベーション基金事業／次世代型
太陽電池の開発／次世代型太陽電池実用化事業において、「設置自由
度の高いペロブスカイト太陽電池の実用化技術開発」を実施中。





応募にあたってのポイント

ポイント１

   再生可能 エネルギーの普及につながる提案であること

ポイント２

   解決すべき技術課題を明確に記載すること

ポイント３

   市場ニーズ及び競合ビジネスに関し、明確に記載すること
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お問合せ

随時、案件のご相談をお受けしております。
NEDO 再生可能エネルギー部 シーズ発掘・事業化支援ユニット
E-mail：venture-pfg1@ml.nedo.go.jp

（参考）事業紹介記事

事業紹介ページ
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